
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～～～～    第６次豊川市総合計画策定にあたって第６次豊川市総合計画策定にあたって第６次豊川市総合計画策定にあたって第６次豊川市総合計画策定にあたって    ～～～～    

少子高齢化を伴う人口減少への対応として、 

「定住促進」と「交流促進」 
を重点テーマとします！ 

参考資料：修正前（前回資料） 

１１１１    目的目的目的目的    

  本市の人口は、平成２０年１２月の１８３，２５９人をピークに減少

傾向にあり、少子高齢化も進行しています。 

  少子高齢化を伴う人口減少は、地域の活力や経済に与える影響が大き

いことから、今後のまちづくりにおいては、人口減少を抑制するために

住み続ける人を増やす「定住促進」や、地域の活力を増進するために来

訪者を増やす「交流促進」が重要となります。 

第６次豊川市総合計画の策定にあたっては、住みよさを実感でき、い

っそう活気があるまちを目指して、本市の持続的な発展を支えるまちづ

くりを実現するため、少子高齢化を伴う人口減少への対応として、「定住

促進」と「交流促進」を重点テーマに設定し、計画づくりを進めること

とします。 

 

２２２２    重点テーマの重点テーマの重点テーマの重点テーマの位置づけ位置づけ位置づけ位置づけ    

（１）市民参画における位置づけ 

   市民参画の取組みとして実施する「団体アンケート」、「まちづくり

市民ヒアリング」、「まちづくり中学生会議」、「総合計画審議会」にお

ける議論等の一つの視点として、「定住促進」と「交流促進」の取組み

に関する意見を求めることとします。 

（２）策定会議における位置づけ 

   策定会議が作成する基本構想及び基本計画の原案作成においては、

市民参画の取組みにより得た意見を踏まえ、「定住促進」と「交流促進」

に寄与する取組みを計画に位置づけることとします。 

 

３３３３    少子高齢化少子高齢化少子高齢化少子高齢化をををを伴う人口減少伴う人口減少伴う人口減少伴う人口減少へのへのへのへの対応イメージ対応イメージ対応イメージ対応イメージ 

住み続けたいまち住み続けたいまち住み続けたいまち住み続けたいまち

（定住）（定住）（定住）（定住）

住みたいと思わないまち

訪れたいまち訪れたいまち訪れたいまち訪れたいまち

（交流）（交流）（交流）（交流）

訪れたいと思わないまち
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目指すべき姿目指すべき姿目指すべき姿目指すべき姿

住みよさを実感でき住みよさを実感でき住みよさを実感でき住みよさを実感でき

いっそう活気があるまちいっそう活気があるまちいっそう活気があるまちいっそう活気があるまち

第５次豊川市総合計画第５次豊川市総合計画第５次豊川市総合計画第５次豊川市総合計画

これまでの各種施策も、
「定住促進」・「交流促進」

に寄与しています。

■安全・安心 ■健康・福祉
■建設・整備 ■教育・文化
■産業・交流 ■行政・協働

第６次豊川市総合計画第６次豊川市総合計画第６次豊川市総合計画第６次豊川市総合計画

多くの人に「住み続けたい」・「訪れた

い」と思ってもらえるまちとするための

「定住促進」・「交流促進」の取組みを

重点的に明確化し、人口減少への対応策

の実効性を高める計画とします。
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持続的な発展持続的な発展持続的な発展持続的な発展

 


